


【経過】

平成28年度

保健所が主体となり実施してきた「在宅医療・介護連携推
進連絡会議」を核とした各種事業が市に移行。

保健所の役割の整理。

【新たな課題への対応方策の検討】
低栄養改善・食支援対策に向けた連携推進体制の構築

出雲圏域在宅療養における低栄養改善・食支援対策
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平成24年度～27年度
保健所が在宅医療介護連携を推進していくための事業を
実施。



１．実態把握の取組

平成28年度

『支援者を対象にした低栄養改善・食支援に関する調査』を実施。

【目的】出雲圏域における在宅療養者の栄養管理についての課題（困り感）及び
必要な情報やサポート等を明らかにし、その実態に即した取組を検討す
る。

【対象】訪問診療を行っている診療所医師、訪問看護ステーションに勤務する看
護師、居宅介護支援事業所に勤務する介護支援専門員
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【取組経過】
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調査結果抜粋
（介護支援専門員）



出雲圏域在宅療養における低栄養改善・食支援対策

平成29年度～

年2回 低栄養改善・食支援対策検討会開催

年1回 研修会開催

情報交換

取組みの方向性
の確認

支援体制の構築
に向けた検討
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【取り組みの経過】

２．共有化の取組



【低栄養改善・食支援対策検討会 目的】

出雲圏域における在宅療養の実態に即した支援を提供
するため、在宅医療にかかわる関係機関が情報交換を
行い、今後取り組むべき支援の方向性を確認するとと
もに、低栄養改善・食支援にかかる支援体制の構築を
目指す。
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低栄養改善・食支援対策検討会 構成員
出雲医師会 医師
出雲市歯科医師会 歯科医師
出雲地区歯科衛生士会 歯科衛生士
出雲地区栄養士会 管理栄養士
島根県理学療法士会 理学療法士
島根県作業療法士会 作業療法士
島根県言語聴覚士会 言語聴覚士
出雲地域介護支援専門員協会 介護支援専門員
島根県訪問看護ステーション協会島根支部 訪問看護師
島根県薬剤師会出雲斐川支部 薬剤師
介護保険サービス事業者連絡会訪問介護部 ヘルパー
いずもおうちの食支援プロジェクト
出雲市医療介護連携課
出雲保健所

出雲圏域在宅療養における低栄養改善・食支援対策

7



出雲圏域の課題

①栄養の問題点抽出のための方法等の検討が必要
～多職種で使えるツールの検討が必要～

②専門職へつなぐための相談窓口の明確化が必要
～各職種・関係機関の役割の明確化と共有が必要～

③管理栄養士や歯科、各セラピスト等による在宅支援のためのアセ
スメントが必要
～必要時、必要な支援が提供できる体制整備が必要～

④低栄養改善の視点の普及が必要
～食事・低栄養への関心を高める、低栄養に関する啓発が必要～
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●低栄養スクリーニングのためのチェック表 作成
●サービス提供体制の整備



「低栄養・食事・
口腔チェック」表
のチェック項目
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【取り組みの経過】

３．課題の解決に
向けた取組

１）共通ツール「低栄
養・食事・口腔ケア
チェック」表の作成と
活用
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出雲中央

斐川

河南
(佐田,多伎,湖陵）

平田

大社

出雲南

出雲北

◎平成30年度
出雲市歯科医師会の取組み
～地区ごとの相談窓口の設置～

相談

チェック

情報共有

訪問による面接
等

相
談
・
助
言
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歯科
衛生士

連携

歯科医師

２）サービス提供体制
（窓口設置）の検討・整備



出雲圏域在宅療養における低栄養改善・食支援対策

栄養士は・・・

◎島根県栄養士会
～ 栄養ケア・ステーションしまね との連携
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リハ職は・・・

◎島根県言語聴覚士会、島根県作業療法士会、
島根県理学療法士会 との連携



低栄養改善・食支援のための

ご相談に応じて、専門職を調整、派遣させていただきます

●試行期間
Ｈ３１．４月～6月
●費用負担は

ありません
●お1人2回まで

在宅療養者が食事を愉しみ、低栄養改善に必要な支援が得られ
る体制を整えるための、アセスメント（面接、助言）を実施します。

歯科医師または歯科衛生士、 管理栄養士、

言語聴覚士 等

●まずは、気になる方をチェック！

～裏面をご利用ください。

栄養状態は？お口の問題？飲みこみは？等で専門職派遣を検討されたら

●保健所へ相談 ～専門職の派遣調整

●専門職の派遣 ～「アセスメント」と「助言」

お気軽に ご相談ください。

お問い合わせ TEL ０８５３-２１-１１９１ 出雲保健所 医事・難病支援課

［実施内容］

［派遣する
専門職］

専門職派遣試行事業
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３）専門職派遣試行事業
の実施
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【平成29年度 研修会】
【目 的】低栄養状態を等しく理解し、口腔や食支援に関心をもち、個々の状態をアセスメントでき、必要な知識を得、連携強化につなげること。
【内 容】１．「低栄養・食支援」のケアの現状 講師：介護支援専門員、訪問看護師、ヘルパー

２．「低栄養の定義」を学ぶ 講師：医師
３．栄養状態・口腔内のアセスメント
（1）専門分野からみた必要な視点 講師：歯科医師、言語聴覚士、訪問管理栄養士
（2）グループワーク ～よりよい支援につながるアセスメントについて～

【結 果】参加者69名。基本を学び、かつ参加者が自分にできそうなことを考えるきっかけづくりができた。

【平成30年度 研修会】
【目 的】高齢者の低栄養・食支援と口腔ケアの重要性を理解し、さらに、低栄養の評価、他職種との連携・協働をどう図っていくかを考える機会

とする。
【内 容】１．行政説明「出雲圏域の在宅療養における低栄養改善・食支援対策」

２．講 演「高齢者の低栄養・食支援を考える」 講師：歯科医師
３．グループワーク ～各地区での多職種連携を目指して～
（1）情報交換・交流：各職種・機関としての在宅療養者への支援の現状
（2）グループワーク：低栄養等の方への支援・連携について～事例をとおして～

【結 果】参加者71名。食事を改善するためには、まず口腔内を整えること。口腔ケア、口腔機能の改善・保持の必要性、重
要性の理解が深まった。活動地区ごとのグループ構成は、顔の見える関係づくりの視点で好評だった。

【令和元年度 研修会】
【目 的】専門職派遣を試行実施した事例報告から日頃の活動考え、今後の連携・協働をどう図っていくか考える機会とする。
【内 容】１．「専門職派遣試行事例報告 ～5事例～」 発表者：各担当介護支援専門員

２．グループワーク ～報告事例を参考に、自分達の地域ではどうするか考える～
【結 果】参加者65名。事例が参考になる。関係者の気づき、専門職の知恵を借りるタイミング、きっかけ作りも重要という感想が多かった。多

職種で行う意見交換の場継続希望の声も多数であった。取り組みを推進するためには対象者や家族の理解が必要、そのための普及啓発の
必要性を指摘する声もあった。

４）研修会の実施



【取り組みの経過】
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４．施策化の取組

令和2年度～

出雲市：「低栄養改善・食支援のアセスメントに係る専門
職派遣事業」の実施
＊令和4年度までの3年を区切りとする
医療や居宅療養管理指導を活用してサービスを
受けられる体制の確立を目指す

保健所：「低栄養改善・食支援対策検討会」の開催
研修会の開催

出雲市での事業実施に向けて



【まとめ】

出雲圏域在宅療養における低栄養改善・食支援対策

・関係者の連携強化及び資質の向上を図りながら、事
業の評価、改善を図っていく

・介護支援専門員が状況把握し、かかりつけ医と協働
で進めることが、事業推進の鍵となる

・サービス提供体制については、量的・質的にも引き
続き検討が必要

・研修会の開催は、関係者の気運を高める大きな力と
なった。今後は広く住民への啓発の方法等について
も検討が必要
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めざしているのは
低栄養改善・食支援のために、必要な時、必要な支援が提供できる体制整備

かかりつけ医 管理栄養士

言語聴覚士
作業療法士
理学療法士

薬剤師
ヘルパー

訪問看護師

歯科医師
歯科衛生士
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